
内分泌応⽤医科学 Endocrinology and Applied Medical Science 
【⽣理活性ペプチドの研究を通して病態を知るーそして、臨床検査学の展開研究へ】 
（教員：⾼橋 和広教授、廣瀬卓男助教） 
内分泌応⽤医科学は、内分泌学と⽣理活性ペプチドの研究を通して、種々疾患の病態⽣理の解明を⾏っ
ています。特に、メタボリック症候群、⾼⾎圧、糖尿病、慢性腎臓病、脳疾患や悪性腫瘍等、種々疾患
の病態解明を⽬的としています。 
ここ数年間は、主としてレニンおよびその前駆体であるプロレニンに対する受容体、(プロ)レニン受容
体を研究の対象としています。(プロ)レニン受容体は⾎圧制御に重要なレニン・アンジオテンシン系の
活性化のみならず、細胞内⼩器官内や細胞外における酸性環境維持に重要な液胞型 H+-ATPase の機能
維持においても重要な役割を果たしています。当研究室では、(プロ)レニン受容体が神経細胞の分化や
⽣存に必須であることやがん細胞の増殖を制御していること、組織線維化に関連するタンパク質の細胞
外輸送に関わっていることを明らかにしています。 
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＜先⽣から受験⽣の皆さんへ＞ 
基礎的な医学研究を⾏い、医療の進歩に貢献できる若い⼈の⼊学をお待ちしております。 


